






















2 0 1 6 年 3 月



























































































































































































































































































574 早稲田商学第 446 号
874
が1998，1999年における売上のそれぞれ63％，86％の架空計上を公表した日，
















対する制裁措置などによっても変わってくる。Dee et al.（2011）は，Public 


















について Dee et al. は PCAOB による制裁は，Deloitt の監査の品質管理といっ
た Deloitt の監査体制に対する制裁措置であったため，投資家は PCAOB の発
表により，Ligand に対する監査の失敗ではなく，制裁発表時における Deloitt
の監査の品質に問題があると考えたのだと解釈している。













ンを観察している。Jain and Rezaee は，コンプライアンスを遵守している企
業において，本法の成立による追加的なコスト負担が小さいため，SOX 法が





















































⑺　Form8-K は，米国において上場企業に求められる SEC 向け報告資料の開示様式のことである。
投資家を欺いたり，ミスリードしたりする可能性が高い重要事実が発生した場合に，企業には
Form8-K を SEC に提出し，迅速な開示を行うことが要求される。重要事実として開示される項目
には，たとえば，オフバランスで債務の発生を引き起こすような事実，もしくは経営者が保有して
いる株式の売却などがある。





































いる（Teoh and Wang 1993, Khurana and Raman 2004）。しかし，PCAOB に
よって行われた監査人に対する調査結果は，大手監査法人による監査が必ずし



























































































































































くなるという結果を得た。両者の結果に差異が生じる原因として Boone et 
al. は，分析に用いたサンプルにおける監査継続期間の厳密さを挙げている。
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